
体験話法の機能について

- 二重の視点性の観点から-

三瓶裕文

1.はじめに

本稿の目的は､体験話法にどのような特性があって､そこからどのような機能が生じる

のかを実証的に明らかにすることにある 1｡

体験話法研究の最も重要な基本文献として衆目の一致するのはStelnberg(1971)であ

る｡そこではドイツ語はもとより英語やフランス語のテクス トを素材に､体験話法の全般

的特性､とりわけ文法的特性が詳細に記述されている｡他の重要な研究 (紙幅の都合で一

部のみ)としては､wOrde+不定形が体験話法の合図であることを指摘 したHerdin

(1905)､｢語りの状況(ErzahlsltuatlOnen)｣の区別を軸とする語りの理論を提示 し､以後

の語りの理論に大きな影響を与えたStanzel(1979､1991)､言語学と語りの理論という

二つの観点から体験話法に光を当てた包括的な研究であるFludernlk(1993)があるOま

たStelnbergの研究を踏まえつつ､日本語の体験話法をも射程に入れた独自の研究を展

開した保坂 (1985)､鈴木 (2005他)がある｡これらの先行研究により､体験話法の文

法的特性や､体験話法と認定するための基準の多くは解明されたと言ってよい｡そこで､

本稿では､体験話法の ｢機能｣の解明に重点を置く.具体的には体験話法の二重の視点

性､すなわち ｢語 り手の視点性 (El･ZahlerperspektlVltat)｣ と ｢作中人物の視点性

(FlgurenperSpektlVltat)｣という視点的特性が､体験話法の主たる機能の根底にあること

を実例の観察を通して示す｡

導入として､ケス トナーの作品 ｢貞子ちゃんとアントン｣からの一節､例 (1)である.

点子ちゃんのお父さんポッゲ氏は､深夜にマッチ売りをしている点子と養育係を見て､

驚情の思いを巡らす｡本稿では､体験話法部はイタリックとする｡

(1) a)HerrPoggeschwiegundbetrachteteAn tonb)MiteinemBetteljungen

u)arPLmklcbenbefreLmdet?C)Undu)drum ue7･kaujienseineTocbterLmd

dasKmderfrauleineigentlicbStreTCbbdlzer?d)WasstecktedabinterP

e)WozubraucbtensiedennbeimllCbGeld?f)ErwulStenlCht,waser

1本稿は､ドイツ言語理論研究会 (於 学習院大学､2010年 9月 18日)において ｢体験話法の

特性と横能について｣と超して口頭発表した原稿に加軽修正を行ったものである｡なお､4節は､

日本独文学会秋季研究発表会 (於 金沢大学､2011年 10月15日)で口頭発表した内容の一部

に加蟹修正を行ったものである｡
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denkensoute. (K畠stner,PunktchenundAnton.112)

a)ポッゲさんは､無言でアントンを観察した｡b)点子が､ものごいとつきあっ

ている?C)それにしても､どうしてうちのむすめと養育係が､マッチ売りなん

かしてるんだろう?d)これには､どんな裏があるんだろう?e)わたしに言え

ないどんな金が必要だというのだ?i)どう考えたらいいのか､ポッゲさんはと

ほうにくれた｡ (池田訳 :141f)

a)は作中人物から距離を置いた ｢語 り手の視点｣2からの ｢地の文(Erz畠hlerbericht)｣

である｡｢観察した｣という作中人物ポッゲ氏の ｢動作｣から､後にポッゲ氏の心理描写

が続くことが予想されるう｡b)～e)が体験話法である｡想定される元の(origlnal)思考

の ｢人称｣や ｢時制｣は -まさに ｢地の文｣と同じように- 語り手の視点から変換され

る｡この点が体験話法の ｢語 り手の視点性｣である｡他方､｢人称｣や ｢時制｣以外の点

では､想定される元の思考がそのまま(unverまndert)地の文に織 り込まれ再現される｡

これが体験話法の ｢作中人物の視点性｣である｡語り手は視点を作中人物ポッゲ氏に接近

させることで､本来外からは窺い知れないポッゲ氏の内心をいわば直接的に知る､すなわ

ち共体験することができ､あたかもポツゲ氏であるかのようにポッゲ氏の内心を再現する

わけであるoポッゲ氏の想定される4元の内心､すなわち生の思考は以下のようになる.

bb)MiteinemBettel)rungenistPunktchenbefreundet7

cc)UndwarumuerkaufenmeineTochlerunddasKinderfrauleineigendich
Streichholzer?

dd)Wasslecktdahlnter?

ee)Wozubl･auCbensledennheimlichGeld?

袈返 しに言えば､このような生の思考の人称や時制を語 り手の視点から変換すれば

(melne-Seine,現在時制-過去時制)体験話法となる｡f)では､語り手の視点は作中

人物から離れる｡すなわち作中人物の行動を､距離を置いて描写する地の文である｡

以上､導入として体験話法の典型的な例を観察してきたOわけても決定的に重要なのは､

体験話法が ｢二重の視点性 (-語り手の視点性十作中人物の視点性)｣という視点的特性

を持つことである｡そして､この二重の視点性という特性からこそ､体験話法の主たる横

能が紡ぎ出される｡見通しをよくするために､三瓶 (2000､2010a)で提唱した認知的原

理を援用しつつ､全体の構図の冷郭を素描する｡

2Muller(2010)のauktorlaleErzahlperspek【1Veに相当｡誤解の恐れがない限りは ｢語り手の
視点｣と表記する｡なお､三瓶(2011)と同様に､語り手が､作中人物との間のスカーラ上を､

移行可能(mobll)な ｢心的視点｣を取る場合は､｢語り手の心的視点｣と表記する｡

う 鈴木 (2005.117)には ｢時計を見た｣という動作の後にしばしば体験話法が現れるという指摘が

ある｡

4以下､誤解の恐れのない限り｢想定される｣は省く｡
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基本原理 :｢近ければ近いほど､より直接的｣ <Jen豆her,destodirekter>

語 り手が視点を作中人物に近づけることで､本来外からは窺い知れないはずの作中人物

の内心 (思考や知覚)をいわば直接知覚 ･共体験できる｡

体験話法の二重の視点性 :

｢作中人物の視点性｣∋ 語 り手は作中人物の密やかな内心を共体験的に再現できる｡

｢語り手の視点性｣⇒ 人称や時制は 一地の文と同じく一 語 り手の視点に即 して変換

される⇒地の文との間に ｢段差がない｣5ので､

(I) 体験話法部を地の文に織 り込んで ｢目立たぬように(unauffallig)｣再現するo

(ⅠⅠ) 読者は地の文を読んでいるうちに思わず知らずなめらかに作中世界に没入､

作中人物の内心 (思考や知覚)を共体験する｡

上に素描したことを以下の節において実証的に検証 ･精密化を試みる｡なお本稿では例

(1)のような典型的な体験話法を考察の対象とする｡すなわち､文学作品､う人称小説､

｢語 りの時制 (erzahlendeTempora).過去､過去完 了｣､ そ して ｢思考 の再現

(Gedankenwledergabe)｣である6｡

2.作中人物の内心を共体験的に且つ目立たぬように再現

例 (2)は､子どもや青少年向けの本の作者であるヴェルフェルの作品DerroteRicher

｢赤毛の復讐者｣からの一節である｡主人公はベーター､赤毛の少年である｡母親の身勝

手な都合で施設に暮らしている｡時は夏休み､ベーターは既に定年退職 して遠い村に暮ら

すアガーテ先生を慕って､無断で施設を脱け出し､アガ-テ先生の家に向かって自転車を

走らせる｡見容められないように､赤毛を隠すことを考えている｡

(2) a)PlotzlichschwltZteer.b)V7elLelCbtbattenlbndieKinderunDorfscbon

eT.kannt?C)ManwuTdelbnscbnaFPenundzu7uCkbrinBen.d)EineMiitze

muJgteerbaben,keine7'du7jiesemeroEenHaareseben.e)Dollarbeitete

em Bauer,semeMtuzelagaufdem Wagen f)DerMannbucklesICb

geradeg)Sollteer-?h)血 wLiTdeganzlelCbtsein i)OdersollteernicblP

j)Peterseufzle,L.] (Wolfel,DerroleRacher･22f)

a)突然汗が出てきた｡b)もしかしたらもう村の子供たちに気づかれてしまった

かな?C)つかまって連れ戻されてしまうかも｡d)帽子をかぶらなくては｡誰

にも僕の赤毛を見られてはいけないんだ｡e)あそこで農家の人が働いている｡

帽子は車の上だof)ちょうどかがんだog)盗っちゃおうかな?h)すごく簡単

だろう｡i)やっぱりやめといたほうがいいかな?メ)ベーターはため息をついた｡

(三瓶試訳)

5sagenやdenkenのような中人動詞(velbumdlCendl)による ｢中断｣もない｡

6ノンフィクションにおける体験話法については鈴木(1988)､Suzuki(1991)参照｡また他の人

称や時制､発話の再現の体験話法についてはStelnberg(1971)､鈴木(2003)参照｡
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a)地の文｡b)-d)はベーターの不安な気持ちを再現する体験話法｡人称や時制は語 り手

の視点からそれぞれ3人称､語 りの時制 (過去)に変換されていて地の文との間に ｢段

差｣がないので ｢目立たない｣｡b)Vlelleichtの思考の主体はベーターである､語り手で

はない｡元の思考はbb).

bb)VlellelChtbabenm‡cb(-Peter)dieKinderimDorfschonerkannt?

C)<推量 ･未来の助動詞wel･den>には､直説法 ･過去形がないので接続法2式wurde

を代用したもの了｡元の思考は cc)･

cc)Manw"dmick(-Peter)schnappenundzuruckbrlngen

d)元の思考の語順 (目的語先置の有標な語順)がそのまま保持されて再現されている｡

これは体験話法に特徴的である｡前半部の定形に直説法 ･過去 mussteでなく,接続法2

式mu信teが使われているのは.既に元の思考で ｢控え目な (弱い)｣心的態度の表出と

して使われている接続法2式muRteをそのまま引き継いだためと捉えられるO元の思考

はdd)

dd)FineMtitzemujgtelCbhaben,ke上nerda7fmelnerOtenHaaresehen

e)とf)は､語り手が視点を作中人物に近づけて一緒に作中世界を視覚的に知覚する体験

話法｡e)Dortの先行詞が先行文脈に明示されていないことから,Dortは文脈指示でなく

現場直示 (RealdelXIS)であり,作中人物の視点で見る知覚の体験話法と捉えられる8｡g)
からi)はベーターの内心の葛藤､自分の赤毛を隠すために農夫の帽子を盗もうかどうし

ようかという ｢口に出せない｣葛藤を再現している｡語り手が作中人物ベーターに視点的

に寄り操っている体験話法だからこそ.外からは窺い知れない作中人物の内心の葛藤を共

体験的に描けるわけである｡想定される元の思考は

gg)Soil‡cb(dleMulzeklauen)フ

hh)EswITdganzlelChtseln

ii) OdersolllCbnlChtフ

以上､語り手が体験話法を用いることで､ベーターの内心､とりわけ ｢口に出すことが

悼られる｣不安や葛藤を地の文に織 り込んで､すなわち､｢共体験的｣且つ ｢目立たぬよ

7Herdln(190556fF)､Ste)nberg(1971172ff)､保坂(1985200)､鈴木(2005106fF.)など

参照｡形は接続法2式だが､機鰍ま｢直説法･過去｣という｢過去未来(Futurumpraelerltl)｣
である｡地の文に綴り込まれたこのようなWurdeは体験話法認定の合図となっている｡

8 Dor【のような直示表現が読者を作中世界に引き込み､作中人物の知覚を共体験させる作用につ

いてEhllCh(2007)､Mlkame(1996b)参照.
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うに｣再現できることを見た｡

さらに実例の観察を重ねる. トーマス ･マンの rブソデンブローク家の人々｣の主人公

の一人であるトーマス ･プッデンブロークは､自分の内心を他の人たちから気取られない

ことを欲 している｡このことは次の引用から読み取れる｡

Nlemandalmte,waslnThomasBuddenbrook､′orglng,nlemanddurRees

ahnen,undgeradedleS:alleWeltuberselnenGram,SelnenHalS,seine

Ohnmach【inUnwissenheitzuerhalten,warsoFLirchterllChschwer!

(Ma仙,Buddenbrooks645)

トーマス ･ブッテンブロークの心のなかに何が起きたか､だれにもわからぬことだっ

たし､だれにもわからせてはならぬことだった｡ほかならぬこのこと､自分の傷心と

憎 しみを､自分の無力を世間に決してしられないようにしておくこと､それこそ途方

もない難事業だったのだ ! (川村訳 ●364)

トーマスがこれほど自分の内心を他人に知られるのを嫌がっているのにもかかわらず､語

り手は､ トーマスの秘密の内心 を再現 しな くてほな らない し､ また再現 で きる｡

Fludernil((200695)が体験話法について以下に述べているように｡

NochvlelwichllgerlSldieTatsache,dassuberhaupllnderLiteranlrlndle

GedahkenundGeftlhlevonFlgurenlhinelngeSehen'Werdenkann-ganzlm

Gegensatzzum wil.klichenLeben,WowiruberdasDenkenunddleWahren

MotlVeUnSerel-Mltburgel-nLIrSPekulle1-enke)nnen.
さらにもっと重要なことは､現実の生活においては,周囲の人たちの考えや真意は単

に推測するのがせいぜいであるのに対 し,そもそも文学においては.作中人物の考え

や感情を ｢覗き込む｣ことができるという事実である｡ (大意は三瓶)

例 (う)､ トーマスの妻､ゲルダは若 くて音楽の才ある少尉と親 しい｡少尉は頻繁にプッデ

ンブローク家を訪れてはゲルダと合奏をする｡そして二人の合奏が一段落すると部屋はま

ったく静かになる｡この静けさが､ トーマスには耐えがたい不安をもたらす｡

(3) a)Er(-ThomasBuddenbl一〇〇k)ertrugesnlChtlangel.,ll1,Verllergdas

ComptolrundstleglndasHaushlnauf.[･.]b)EmlZfandeZ･E7feJsucbtP

c)Aufu)en?AufwasPAcb,u)elfentfernf/d)elu)assoSFarkesuJeモβ

HandlungenbelWIZubrmgen,falscbe,t61-ICbteulelLeJ-cbt,aberez･'ngrelfende

undbefrelende e)Ac/-7eln,nurelnu)emgAngSlemRfandeJ･,einu)emg

qua/endeundjagendeAngstuol'demGanzen

(Mann,Buddellbl･00k5648)

a)彼 (-トーマス)はもう我傾できなかった｡( )事務所から出て､家の

方へあがって行った｡(･ I)b)彼は嫉妬 しているのだろうか ?C)だれに対 し

て ?なにに対 して ?いや､そんなことが !d)そんなはげしいものなら行動に出
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ることができるはずだ､たぷん見当ちがいの愚かしい行動､だが断固たる､胸

の晴れるような行動に｡e)だがそうではない､彼はほんの少し不安を感 じてい

るだけなのだ｡ことの成行 き全体に対 して､ほんの少し苦 しい､か りたてられ

るような不安を-- (川村訳 ●365f)

トーマスは既に引用 したように､自分の内心を隠したがっているが､体験話法は例 (3)の

ように､ トーマスのひそやかな悩みや苦悩を (覆いを取るように(enthtlllend))9しかし

(共体験的に)且つ (目立たぬように)再現する100この例には次節でまた戻る.

以上､本節では､体験話法の二重の視点性が､作中人物の内心を目立たぬように且つ共

体験的に再現することの根底にあって働いていることを観察した｡

3.読者に及ぼす作用 :作中人物の内心を読者に共体験させる

第3節の目的は､体験話法の二重の視点性が ｢読者｣に及ぼす作用の根底にもあって

働いていることを示すことにある｡具体的には前節と同様､作中人物の視点性と語 り手の

視点性であるが､語 り手の視点性が読者に及ぼす影響については第 1節で既に指摘 した

ので､本節では､作中人物の視点性に重点を置く｡すなわち映画の撮影技法の ｢主観カメ

ラ(diesub)ektlVeKamera)｣と体験話法の持つ作中人物の視点性との共通性に注目､こ

の観点から､体験話法が読者に及ぼす作用を浮き彫 りにする｡

映画の撮影技法としての ｢主観カメラ｣は､カメラマンがカメラを映画世界の中の登場

人物に近づけ､そこから映画世界を撮影することで､観客を映画世界の中に引き込み､す

なわち ｢臨場感｣を持たせ､登場人物の知覚や感情を ｢共体験｣させる技法である｡カメ

ラは ｢視点｣に､観客は ｢読者｣におおよそ相当､カメラの移動性 (Mobllitat)は ｢視点

の移動性｣に相当する｡かくして主観カメラと体験話法は (作中人物の視点性)において

類推関係が成り立つ｡

次の例 (4)は､Mtiller(2010:102)からの借用例である｡

(4)



左側の二つのコマは事態から距離を置いている語 り手の視点からの映像､すなわち客観カ

メラである｡3番目のコマでは､眼下の景色を見ている乗客にカメラを近づけ､乗客の秦

情を映し出し､そして4番目のコマで､カメラを乗客の眼差しと重ね､乗客の眼から見た

景色を映し出す｡すなわち主観カメラである｡観客は乗客と一体化し､乗客の眼で眼下の

景色を見ている気になるとMullerは述べている 110 観客は主観カメラに導かれ､映画の

世界に臨場感を持ち､また登場人物の知覚や感情を共体験することになる｡

次はケス トナーの rエーミールと探偵たちJの例である.エーミールは､列車の中で自

分が眠っている間にお金を盗まれてしまう｡盗んだ男を駅で追跡している場面である｡体

験話法で再現されているのは､エーミールの視覚的知覚と内心の声である｡

(5) 【･･･]Erm1日 rannte,sosehrerkonnte,demAusgangzu twou,arderstetfe

Hut?DerlungeL]ranntewelter.DleMenschenmengewurdeimmer

dlChterundundurchdringllCher･Da/Dortu)arderstelfeHut/Hlmmel,da
drubenwarnocbemer/[].EndllChhatleersichblSdichlandleSlelfen

Htileherangedrangt,Derkonnteessem!Warer'sPNein Dortwarder

nacbsteNeinDerMannwa･rzukLem EmllschlangeltesIChVieein

lndlanerdurchdieMenschenmassen. (Kastner,Emill6of)

( )ェ-ミールは (･･)改札口をめざしてできるだけ早足で歩いて行った｡山

高帽はどこへ行った?エーミールは ( )どんどん走った.人込みはますます

ひどくなり､そう簡単にかきわけることができなくなった｡いたぞ !あそこに

山高帽がいる !あれ､あっちにももうひとり!( )｡ようやく何人かの山高帽

に追いついた.こいつだ !それともこっちかな?ちがう｡あそこにもうひとり

いるぞ｡ちがう｡背が低すぎる｡エーミールはインディアンのように､人の波

をかきわけてすばしこく進んだ｡ (池田訳 88F.)

次の映像は､上記テクス トにほほ相当する映像シーンである｡時代背景の理由で山高帽

は金髪の男となっているJ2｡

11主観カメラには､まず登場人物の表情のクローズアップ(Nahaufnahrne)､次いで､カメラを登

場人物の眼差しと重ねて､登場人物が見ている係を映し出す､あるいは､その逆の順､という風

に二つ以上のコマの結びつき.転換が必要であるoこの関連でMuHer(2010111)は以下のよ

うに述べているO"Ers【inderKomblnatlOnrnlteLnerZWeltenElnStellungwirdklar,dass
essIChumdashandelt,waselnebesLI… tePersonsleht"

12当該映画は2001年製作｡
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コマ2 コマ3偲初のコマは客観カメラ｡次いで 2番 目のコマ､ トーマスの不安な内心

が､クローズアップによる表情に表れている｡そして3番目の主観カメラの画像で私たち

観客は､まるでトーマスの日で､少尉の持ち物､例えばサーベルや帽子や手袋を見ている

ような気になるのでは

ないだろうか｡以上､本節では体験話法が､作中人物の視点性という主観カメラとの共

通性に基づき､読者を作中世界に引き込み臨場させ､作中人物の内心を共体験させることを

観察した｡4.体験

話法中の指示詞本節の眼目は､体験話法の中で指示詞が用いられる場合､読者の作中世

界での臨場感､共体験感が一層高まることを示

すことにあるO三瓶 (2011)で示 したように､語 り手は ｢指示詞｣を用いて読者との ｢

心的共同注意｣を実現できる L4｡すなわち､語 り手は心的視点をテクス ト空間内の作中

人物近 くに置き(=共通の ｢直示の中心 (delktlSChesZentrum)｣)､作中人物の眼前の対

象を作中人物と共に ｢指示詞｣で直示することで､読者の視点をも直示の中心に接近させ

､そこから眼前の対象を一緒に注目させる (-心的共同注意)｡その結果､読者も作中世

界に臨場､作中人物の知覚 ･内心を共体験するこ

とになる15｡このように ｢心的共同注意｣は､主観カメラとは､ジャンルも出自も異

なるものの､枝葉をそぎ落とせば､どちらも､作中人物を直示の中心とし､読者の視点を

作中人物の眼差しに重ね合わせ､読者をして作中人物の知覚や内心を一緒に体験させると

いう共通の幹を持つ｡かくして､体験話法の中で指示詞が用いられると､体験話法の主観

カメラ性と指示詞の心的共同注意性が相侯って､読者の作中世界での臨場感､共体厳感が一



になる｡

次の例 (8)､人に言えない悩みのために授業中も上の空だったマルテインのことを､正

義先生は心配している｡夜遅く､寮の寝室を見回っている正義先生の内心の再現である｡

(8) a)Im SchlafsaalIIblieber(-derJustus)anMallinsBe一tstehen.b)Was

mocbtenurm舌tdiesemJungenlossem?C)Wasu)ardenndagescbeben?

d)MartinThalerschliefunruhig, (K汝stner,Klassenzlmm er:137)

a)第二寝室で､先生はマルテインのベッドのかたわらに立ち止まった｡b)この

子はいったいどうしたのだろう?C)何がこの子に起こったのだろう?d)マル

テイン･タ-ラーは寝苦しそうだった｡ (池田訳 -204)

a)文は地の文｡｢立ち止まった｣という動作から､正義先生の心理描写が後に続くことが

予想される｡b)体験話法に指示詞dleSerが使われている｡私たち読者も､マルテインの

ベッドのかたわらで､先生と一緒にマルテインのことを心配している気になるであろう｡

実際､指示詞を使ったb)文は､定冠詞を使ったbb)文 】6と比較して､読者の作中世界-

の臨場感､読者の登場人物との共体験感が高くなる.

(8bb) WasmocbtenurmitdemJungenlossem?

次の例 (9)､第二次大鼓直後､廃櫨となったハンブルクの町で母親と妹が待つはずの自

宅を探す少年へニングである｡

(9) a)Er(-Henning)gerietaneineausgebl'annteKil'Che b)Sicham ihm

bekanntvor.C) WareraufsememScbulwegnicbtandieseナ･K‡rcbe

uorbetgekommen?[..]d)Unddosbobe,roleBackstemgebaudePe)Aufder

lmkenSeitemussteesl‡egen l】,i)dollwares,dorlwartetenMuttlund

Anitaaufibm/ (Pausewang,Schwelnqagd:140ff･)

a)徳(Hennlng)はとある焼け落ちた教会に着きましたcb)見覚えがありましたo

c)学校へ行 く途中でこの教会のそばを通りかからなかったっけ?( )d)高く

て赤いレンガ造りの建物は?e)たしか左側にあるはずだ｡( )､i)あそこにあ

った､あそこでママとアニタが待ってるんだ｡ (三瓶試訳)

a)､b)地の文｡b)の ｢見覚えがあった｣から､後にへニングの心理描写が続くことが予

想される｡C)体験話法の中で指示詞dieserが使われている｡私たち読者も､へこングの

近くに臨場､眼前の教会を見ているような気になるであろう｡C)文は､指示詞の代わり

に定冠詞を使うとcc)文のような体験話法になる｡

(9cc) WareraufsememScbulu)egmcblandel'KtrcbeuorbelgekommenP

16本節末で述べるように(8bb)文も体験話法である｡
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指示詞を使ったC)文の方が､そうでないcc)文よりも､読者の臨場感､作中人物との共

体験感が一層高くなる｡d)､e)､f)も体験話法｡e)のaufderlmkenSeite､F)のdort

などは指示詞と同じく､直示的(delktlSCh)な表現であり､読者を作中世界に引き込む17｡

次は指示詞derの例である｡子猫を連れて家出した少女ニーナは､先ほどまで噴水の

そばで一緒におしゃべりをしていた老人フランツについて思いを巡らしている｡

(10)a)DenBrunnenkannteNlnagutb)AberFranzbattes7enOCbme

geSeben c)Derhamu)oblnurnacbmlttagsbterber.d)Undu‡elleicbt

musizierteerjaauCbjedenTagwoandeTS (Pausewang,Gott.59)
a)噴水はニーナのよく知っているところだった｡b)だけどフランツを見かけた

ことは一度もなかったな｡C)あの人はここにはたぶん午後しかやって来ないん

だろう｡d)それに毎日違うところで演奏しているのかもしれないし｡

(三瓶試訳)

a)は地の文｡b)～d)が体験話法｡b)元の思考tAberFranzbabelChnochnュe

gesehen｣の語順 (目的語先置の有標な語順)がそのまま保持されて再現されている｡こ

れは体験話法に特徴的である｡C)作中人物ニーナは自分の心的空間内に存在するフラン

ツを指示詞Derによって直示 している｡語り手も心的視点をニーナに近づけているので､

｢共通の直示の中心｣を持ち､作中人物の知覚を共体験､指示詞の使用となる｡同じ体験

話法でも指示詞が使われているC)文の方が､人称代名詞を用いたcc)文よりも読者の臨

場感､作中人物との共体験感が高くなっている｡

(loc°)ErhamwoblnurnacbmlttagSbterber

d)話法の副詞VlellelCht､心態詞)a､いずれも思考の主体はニーナである｡語 り手ではな

い｡ニーナの内心を再現する体験話法である｡

三瓶(1996a､2004､2008)などで示 したように､体験話法には､語 り手と作中人物と

の間の心的距離に応じて､さまざまな ｢変種(varlante)｣がある｡すなわち作中人物から

距離を置いた､地の文や間接話法に近い体験話法から､作中人物べったりの内的独白に近

い体験話法まである｡(8b)､(8bb)､(9C)､(9cc)､(10C)､(loc°)いずれも体験話法であ

るが､体験話法の中で指示詞を使った(8b)､(9C)､(10C)は､そうでない(8bb)､(9cc)､

(loc°)よりも作中人物べったりの内的独自に近い体験話法となるわけである0

以上､本節では体験話法中に指示詞が使われた例を観察した｡体験話法 (主観カメラ

性)と指示詞 (心的共同注意)はどちらも､作中人物を ｢直示の中心｣とし､読者の視点

を作中人物の眼差しに重ね合わせ､読者をして作中人物の知覚や内心を共体験させるとい

17注8参照｡
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う共通性を持つ｡かくして､体験話法の主観カメラ性と指示詞の心的共同注意性が相侯っ

て､読者の臨場感､共体験感を一層高めることになる一㌔

ラ.あわりに

以上､体験話法の二重の視点性 (語り手の視点性)と (作中人物の視点性)が､心的視

点の近さと直接知覚を軸とする認知的原理と共に働いて､体験話法の二つの主たる機能を

紡ぎ出していることを実例の観察を軸に示したことになる｡以下に要点をかいつまんで挙

げる｡

認知的基本原理 :｢近ければ近いほど､より直接的｣<Jenaher,destodil･ekter>

語 り手は心的視点を作中人物に近づけることで､本来外からは窺い知れないはずの作中人

物の内心 (思考や知覚)をいわば直接知覚 ･共体験できる｡

機能 Ⅰ:本来外からは窺い知れない作中人物の秘めやかな内心 (思考や知覚)を (覆いを

取るように(en山ullend))､しかし (共体験的に)､(目立たぬように)再現

- (A)(作中人物の視点性)語 り手は視点を作中人物に近接､本来外からは窺い知れない

作中人物の内心をいわば直接知覚できる 秘めやかな内心をも共体験的に再現｡

- (B)(語 り手の視点性)体験話法は語 り手の視点から人称と時制が変換されるので地の

文との間に ｢投差｣がない=⇒内心を目立たぬように再現｡

機能Ⅱ:｢読者｣の視点を作中人物に近づけ､作中人物の内心を共体験させる

- (A)(作中人物の視点性)⇔主観カメラとの共通性 カメラ (視点)を登場人物に近づ

け､そこから映画世界を根影する技法⇒観客 (読者)を映画世界に引き入れ臨場

させ､登場人物の内心 (思考や知覚)を共体験させる｡

☆体験話法の主観カメラ性+指示詞の心的共同注意性=〉読者の臨場感､共体験感

が高まる

- (ち)(語り手の視点性)体験話法と地の文との間には ｢段差｣がないので､｢読者｣は

読んでいるうちに思わず知らず､なめらかに作中人物に近づき､作中人物の内心

を共体験する｡
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ZudenLeistungendererlebtenRede

- vom GesichtspunktderDoppelperspektivitataus-

Hirofumi MI… E

ZleldervorllegendenArbeitiSteSemPlrlSChzuzelgen,Welche

perspektivischenElgenSChaftendieerlebteRedehatundwelcheLelSlungender
erlebtenRededarausentstehen.

AusdenBetrachtungenhatsIChergeben,dassdleerlebteRededurcheine

DoppelperspektlVltat,d･h･elneErz畠hler-undelneFlgul.enPerSpektivitat,gepragt

lSt.DieseDoppelperspektlVltatSOWieelnkognlllVeSPrlnZipbasierendauf

perspektlVISCherNaheunddlrekterWahrnehmungllegendenLeiStungender
erlebtenRedezuGmnde.

DleErgebnlSSelaSSenSIChwュefolgtzusammenfassen

DaskognltlVeGrundprlnZIP:<Jenまher,destodlrekter>WennderErzahlerSelne

psychischePerspektlVederderRomanfigurannahert,lStergeWISSeI.malSenlnder

Lage,daslnnerederRomanfigur,dassIChelgentllChvonaurSenhernlChterFahren

lasst,direktwahrzunehmen

HauptleistungI:<enlhullende,abermilerlebendeundunauffalligeWledergabe

desverborgenenInnerenderRoman丘gur>

I (A)<FlgurenperSPektlVltat>DerErzahlerhatSelnePSyChischePerspektlVenahe

derFlgurelngenOmmenundkannsomltderenhelmlicheslnneres<enthtJ11end

undmlterlebend>wledergeben(Z.B･denZwleSPaltYonPeter,dieAngstThomas

Buddenbrooks).

I (B)<ErzahlerperspektlVltat>DleerlebteRedelSt<unauffalllg>,Weildurchdie

TransponlerungderPet-SOnunddesTempusausderErzahlerperspektive"kelne
Stufe"zwischendererlebtenRedeunddemErzahlerberlChtbeStehL

HauptleistungII:<dieWirkungaufdenLeser,dlePe上-SPektlVedesLesersderFlgur

anzunahernundsomllZuermOglichen,dassderLeserdaslnnerederFlgur
miterlebt>

ー (A)<FlgurenperSPektlVitat>DieerlebteRedeerf山lteinezul-Fllmtechnlk<dle
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subjektlVeKamera>analogeFunkt10n DiesubjekllVeKamerafilmtausder

PerspektlVederFigur,wasdleSeWahrnimmtDadurchverSetZtSIChderZuschauer

(Leser)lndleFlgurunderlebtderenInneres(GedankenundWahrnehmung)mit

☆ くdleDelllOnStrativeinderel･lebtenRede>

DleWlrkungdel-erleb【enRede,denLeSerlndleErzahlwelthlnelnZuZlehenund

daslnnerederFlgurmlterlebenzulassen,verstarktsIChdurchdleVerwendung
derDemonstratlVe

ー (B)くErzahlerperspektlVitat>DadieerlebteRededaSTelTlpuSunddiePerson

mltdem ErzahlerberlChtgemelnSam hat,glbteskelneStufebzw,keine

UnterbrecbungzwISChendemErzahlerberlChtunddererlebtenRedeSoversetzt

sIChderLeserwahrenddesLesens<unwlllkurllChundrelbungslos>lndieFigur
underlebtderenlnnereSmlt

EsbildetsIChalsobeldererleblenRedeelneperSPektlVISChe"Drelelnlgkelt"

YonErzまhler,FlgurundauchLeser.
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